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ADHDや自閉スペクトラム症などの発達障害の疾患概念の浸透・普及が進むにつ
れて，乳幼児期や思春期に顕在化するばかりでなく，成年期や老年期になって顕在化
し，受診に至る例も増加してきている。ライフスパン・ディスオーダーとしての発達
障害の側面が強調されてきたといえる。一方で認知症に対する社会的関心も日増しに
高くなってきており，いわゆる「ものわすれ外来」を受診する患者は年々軽症化する
とともに，軽度認知障害(MCI)水準で自ら受診する患者の比率も増加している。その
ような背景の中で，「ものわすれ外来」を自ら，あるいは勧められて受診する患者の
中に一定の割合で発達障害圏が混在しているとの報告が近年になって散見され，その
鑑別が臨床上の問題になりつつある。
発達障害と認知症との関係は，成人期以降に顕在化した発達障害が認知症に間違わ

れる場合もあり，逆に認知症の部分症状が発達障害の症状に類似する場合もある。ま
た両者がオーバーラップする場合もあり，単に鑑別を要する排他的な関係なだけでは
ない。一方で児童思春期を専門とする精神科医はそもそも成年期や老年期の診療を
行っていない場合が多く，逆に認知症を診療する精神科医は発達障害の視点を持って
いない場合もある。両方の視点を持って診療を行える医療従事者は多くはなく，老年
期の精神科医療の臨床場面やケアの現場では対応の混乱も起こりやすい。
そのような現状の中で，本特集では発達障害と認知症の関連をどう捉えるべきか，

どのように鑑別できるのか，そして臨床現場においてどのように薬物療法を含めた治
療やケアにあたるべきかを，今後の展望も踏まえエキスパートに解説していただいた。
本特集が読者の精神科臨床の一助になることを願っている。なお，用語については，
編集委員会に確認の上で「発達障害」と「認知症」に統一した。
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